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そもそも⽣存率とは︖

診断から⼀定期間後に⽣存している確率 (国⽴がん研究センター「がん情報サービス」⽤語集より)

≒ ある集団のうち, 診断から⼀定期間後に⽣存しているものの割合
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⽣存率の活⽤⽅法は︖

国⽴がん研究センター がん情報サービス「最新がん統計」
https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/stat/summary.html



がん登録における⽣存率算出の問題点
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全死亡集団
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全死亡集団︓死亡したがん患者集団
がん死亡集団︓対象のがんで死亡した集団
他死因死亡集団︓対象のがん以外で死亡した集団

従来の⽣存時間解析では全死亡集団の⽣存率を算出 ⇨ がん⽣存率の過⼩評価

死因情報の不正確さ
（がん以外の死因で死亡した患者も含まれる）



死因情報が不正確だと何が問題︖
実測⽣存率︓死因を無視して算出した⽣存率
実際には『がん死亡』ではない対象も『死亡』と⼀括
りにしてしまうと…

⇨⽣存率は低く計算されてしまう

参考）
補正⽣存率︓がん以外の死亡を打ち切りとした⽣存率
がん以外の死亡を打ち切りとして扱うと…

⇨⽣存率を正しく計算できない可能性

※実測⽣存率はOverall survival, 補正⽣存率はCause-specific survivalと英訳さ
れる
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がん登録に対する⽣存率指標

• 他死因死亡の影響を考慮して, 真に興味のあるがん死亡による
⽣存率の算出が必要

• 相対⽣存率(Relative Survival)
• Ederer1法
• Ederer2法
• Hakulinen法

• 純⽣存率(Net Survival)
• Pohar-Perme法
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相対⽣存率のイメージ図

相対⽣存率指標(Relative Survival)
相対⽣存率
対象者と同じ特性（性, 年齢, 診断年など）を
もつ⼀般集団の期待⽣存率を算出し, 実測⽣存
率をそれで除することによって算出される⽣存
率指標

相対⽣存率
実測⽣存率
期待⽣存率

※ 相対⽣存率の実際の算出は Ederer I法で算出される
※ 期待⽣存率の算出には国⽴がん研究センターが公表

する⽣命表を⽤いる
※相対⽣存率は『⽐』の指標であり, 厳密には⽣存率(割合) 

ではない

⼀般集団

全死亡集団
(がん死亡含まず)

がん罹患者

全死亡集団
=がん死亡+他死因死亡

相対⽣存率

がん罹患者集団と全く同じ年齢や性別の⼀般集団ならば他
死因死亡は変わらないはず. もし全死亡に差があるのならば, 
それはがん死亡によるものだろうと予想可能. 相対⽣存率は
その差異を⽐の形で表すもの
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参考︓期待⽣存率の算出

期待⽣存率の算出には, 国⽴がん研究センターが算出するコホート⽣存率表を使⽤

例）2005年にがんと診断された75歳の男性でイベント発⽣までの9年の⽣存率は

0.96422 0.92719  0.8888  0.84784  0.80581  0.76131  0.71386  0.6652
 0.61534

=0.05497393

以上を対象ごとに算出し, 集約 ⇨ 期待⽣存率



純⽣存率 (Net Survival)
純⽣存率
他死因死亡を含む集団で対象疾患以外の死亡が
なかったと仮定したら実現したであろう⽣存率

純⽣存率

患者𝑖の⽣存率
対象のがん以外での患者𝑖の⽣存率 の総和

総⼈数

※ 純⽣存率の実際の算出は Pohar-Perme法で算出
※計算式中の『対象のがん以外での患者𝑖の⽣存率』は

国⽴がん研究センターが公表する⽣命表を⽤いる
※純⽣存率は⽣存率(割合)の指標として解釈可能

純⽣存率のイメージ図

がん罹患者

全死亡集団
=がん死亡+他死因死亡

純⽣存率

純⽣存率は, 他死因死亡をした対象が, もし他死因死亡しな
かった場合にがんで死亡する割合はどの程度かということ
を数学的に算出し, ⽣存率を算出. 純粋に対象のがんでの死
亡のみを⾒た⽣存率.

が
ん
死
亡

他死因死亡
もし他死因で死亡しなかったら

がん死亡

がん罹患者

全死亡集団
=がん死亡+他死因死亡が

ん
死
亡

他
死
因
死
亡



相対⽣存率・純⽣存率の違い
• ⽣存率指標について

• 相対⽣存率 ︓がんの影響を表す⽣存率⽐ (あくまで『⽐』)
• 純⽣存率 ︓理想空間でのがん⽣存率 (数学的な仮定が複雑)

• 純⽣存率は⼀般集団⽣存率や他死因死亡に影響を受けない
⇨国や地域の⽐較に適している. 

• 国際的には純⽣存率が標準的な指標(CONCORD study など)

• 計算ソフトウェアはStata や R, SEER*Statなど



住⺠ベースのがん登録のための⽣存率指標計算ツール

⽣存率を計算するためのツール. Web版は
あくまで教育⽤のものだが, オフライン下
で動作するものも配布中



①データの
読み込み

②使⽤する
変数の選択

③分析の設定
④実⾏ボタン押下

住⺠ベースのがん登録のための⽣存率指標計算ツール



出⼒例︓⽣存曲線



出⼒例: 詳細結果



おまけ︓実測⽣存率と純⽣存率の⽐較
実測⽣存率 純⽣存率



まとめ
• がん登録では死因情報の問題から, がん以外の死因による死亡
の影響を考慮する相対⽣存率や純⽣存率が⽣存率指標として⽤
いられる

• 相対⽣存率や純⽣存率の理解はがん登録の活⽤には不可⽋

• ご紹介したツールなどを利⽤して学習してみてください



参考⽂献など
相対⽣存率や純⽣存について
• Maja Pohar Perme, Janez Stare. Relative survival analysis in R. Computer methods and programs in biomedicine, 81, 272-

278, 2006
• Maja Pohar Perme, Janez Stare, Jacques Est`eve. On estimation in relative survival. Biometrics, 68, 113-120, 2012
• ⽇本がん登録協議会「患者の⽣存率」 http://www.jacr.info/about/survival.html

最新の⽣存率について
• 国⽴がん研究センター「がん情報サービス・最新のがん統計」

https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/stat/summary.html
• 国⽴がん研究センター「院内がん登録⽣存率集計」

https://ganjoho.jp/public/qa_links/report/hosp_c/hosp_c_reg_surv/index.html
•

⽣存率の計算ツール
• 住⺠ベースのがん登録のための⽣存率指標計算ツール
https://fukui-ke-0507.shinyapps.io/surv/?_ga=2.19415288.1381745190.1677800367-141008980.1669720699」
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